
団体名： 稲武商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 135.0 ％） （達成度 120.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 55.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 118.8 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 0.0 ％） （達成度 ％） － － 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
今期はコロナウイルス感染
症の感染拡大により、支援
金等の相談が増え、指導件
数が大きく増えた。巡回・
窓口相談指導が小規模事業
者の直面する課題解決をす
るとともに、経営の安定を
はかる一助となった。ま
た、会員の満足度や必要性
に対しても高い評価をいた
だいている。

実績
数値

12

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

記帳継続指導 　個人事業主に対し、正しい記
帳方法や、決算・確定申告の指
導をすることによって、正しい
税務申告と、記帳に対する個々
の意識を高めることにより、試
算表の数字等から経営状態の把
握と向上を図ることを目的とす
る。

記帳の仕方や試算表の見方等の
指導
　2人、指導事業所数48件
　指導日数　　364日
　指導回数　　780回
記帳継続個別指導会を実施
　回数8回、参加者延49人

小規模事業者

指標
記帳指導事業所数

指標

目標
数値

500
実績
数値

675
目標
数値

10

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

巡回目標、巡回地
域目標にそって巡
回活動をし、全小
規模事業者の巡回
を１年に１回は行
うよう努める。 ○

巡回・窓口相談指
導事業

　小規模零細企業を中心に、経
営指導員等の商工会職員が事業
所へ訪問し、融資等の金融相
談・税務相談・労務相談等経営
全般について様々な相談への指
導をすることにより、経営及び
技術の改善を図り、健全な企業
を育成するとともに、創業予定
者を始めとした経営全般に係る
相談窓口の設置により、経営改
善に資する指導を行う。

巡回指導日数　　年間163日
巡回指導実企業数 79事業所
（内非会員分　　5事業所）
巡回指導延件数　494件
（内非会員分　　　　7件）
窓口指導実企業数 64事業所
（内非会員分　　1事業所）
窓口指導延件数　181件
（内非会員分　　　　1件）
課題解決提案件数　12件
経営革新承認件数　0件

講習会事業 　多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとって
必要な金融・税務・経理・労
働・情報化等の知識習得や時事
的な問題についての啓蒙を図
り、事業者の資質の向上と円滑
な事業運営に資することを目的
とする。

講習会開催回数及び受講者数
　（集団）２回　　２３人
　（個別）１２回　８９人
　　計　１４回　１１２人

小規模事業者

指標
講習会受講者数

新規開業の事業所
など、新たな記帳
指導事業所の開拓
に努め、記帳指導
事業所数を増や
す。目標

数値
47

実績
数値

48
目標
数値

実績
数値

記帳継続指導事業所では、
記帳継続事業への満足度が
高く、記帳継続事業を通し
て、正しい税務申告や自店
の経営状態を把握すること
ができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者等育成
事業

　商工業の後継者である青年、
若手経営者及び商工業に携わる
女性に対し、青年部、女性部が
主体となって各種セミナーを開
催し、経営に必要な知識・技術
の習得や資質の向上を図る。ま
た、全国のリーダーが一同に会
する全国大会に参加することで
地域のリーダーとしての意識を
高め新たな発見を促す。

事業承継セミナー
Ⅰ.ＳＤＧｓ時代の事業承継の
あり方とは　　　　　　　14名
Ⅱ.ＳＤＧｓを通じて課題解決
の方法を身につける　　　11名
Ⅲ.コロナ禍の中で求められる
未来志向型リーダー像　　12名
青年部連合会豊田支部合同研修
会　　　　　　　　　　　4名
資質向上セミナー
美文字講習会Ⅰ～ボールペン
　　　　　　　　　　　15名
美文字講習会Ⅱ～ふでペン
　　　　　　　　　　　14名

小規模事業者

指標

参加者対象アンケートで満
足と答えた割合

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

研修テーマを早期
に決め、早くから
ＰＲ活動を行う。

○

目標
数値

201
実績
数値

112
目標
数値

指標

今期はコロナウイルス感染
症の感染拡大により、集団
の講習会を中心に中止する
ことが増えた。しかし、個
別指導を中心に実施し、税
務等の知識習得をとおし
て、小規模事業者の資質の
向上がはかれた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

祭典事業

　各種のお祭り・祭典などを開
催することにより、その集客力
を活かして地域の経済活動を促
進し地域の産業（地域資源、観
光資源）ＰＲの機会とするとと
もに、地域の総合的な振興を図
ることを目的とする。

「ﾏｲﾀｳﾝおいでん稲武」、「稲
武まつり」、「ふれあいまつ
り」への協賛を予定していた
が、新型コロナウイルスの感染
拡大の影響を受け全て中止と
なったため、実績はない。

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

多くの部員が、積
極的に研修に参加
するよう、参加募
集を積極的に行
う。

目標
数値

80%
実績
数値

95%
目標
数値

70

指標

講習会・研修会　受講者数

青年部は、事業承継のため
のｾﾐﾅｰを3回開催し、今後事
業を発展的に継続させてい
くためには持続可能な社会
を目指すためにＳＤＧｓの
時代のあり方や課題解決の
方法について学ぶことがで
きた。また、女性部の資質
向上セミナーでは、美文字
講習会を開催し、ボールペ
ン・筆ペンでの美しい文字
の書き方のポイントを実践
形式で習った。ポイントを
習うことで劇的な変化をす
る方もあり、案内状やお礼
状などでよく使用する文字
を何度も練習することがで
き、手書きで送付するきっ
かけを作ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

70

目標
数値

30
実績
数値

0
目標
数値

出店等参画事業者数
指標

「稲武まつり」、「ふれあ
いまつり」と予定していた
イベントが全て中止とな
り、出店者のPRや売上アッ
プに結び付かなかった。次
年度へ向けて早めの準備を
進めていく。

総
合
評
価

－

実績
数値

商店街・街づくり
事業

　消費者の生活形態の変化、郊
外型大型店等への購買力流出な
ど、地元中小商業者が抱える
様々な経営課題解決に向け、地
域活性化、集客力向上につなが
る魅力あるイベント事業の実施
等、地元商業者の活性化を通し
て地域振興、街づくりに寄与す
ることを目的とする。

商店街活性化計画をもとに
・ｿｰｼｬﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ「いなぶのお買
い物配達便」の実施
（R2年度実績）
　523件　1,366,267円
・街並みの灯り事業
　ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝとｷｬﾝﾄﾞﾙを使った
　年末売出しイベントを実施
　（12/19）来場者157名
商店街活性化計画への参画事業
者数　　　　　　　　　20店舗

小規模事業者

指標

商店街活性化計画への参画
事業所数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度は、コロナ
感染対策の徹底を
図り、積極的な参
加を促し、出店者
のＰＲや売上アッ
プを図る。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

「いなぶのお買物
配達便」は独自財
源で実施するた
め、地元商店の武
器にできるよう、
一層の周知と事業
内容の検討が必要
である。

○

目標
数値

20
実績
数値

20
目標
数値

指標

H25年9月からスタートした
ソーシャルビジネス「いな
ぶのお買物配達便」も徐々
に周知されつつある。固定
客も増えてきており、新規
顧客の獲得につながるケー
スもあり、今後への期待と
可能性は大きい。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 稲武商工会

得られた効果 備考

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 92.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 87.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 86.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 60.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

産業活性化事業

それぞれの地域の特性を活かし
た地域資源の活用や、特産品の
開発普及・ＰＲなどを行い、ま
た、地産地消の推進などを行う
ことにより、企業の発展及び地
域産業の活性化に資することを
目的とする。

ふるさとふれあいｳｫｰｷﾝｸﾞ
　新型コロナウイルスの感染拡
　大をうけて中止
稲武産ギフト「中馬街道物語」
　稲武特産品のPRのためギフト
　販売を実施
　米粉商品開発プロジェクトを
通して新商品開発（4商品）

小規模事業者

指標

新たな特産品開発数

青年部・女性部事
業

　青年部・女性部員間での交流
や社会福祉を通じて地域との関
わりを持つことにより、地域社
会の発展に寄与することを目的
とする。

　コロナウィルスの影響を受
け、地区内イベント全て中止。
　地区ｺﾞﾙﾌ大会主催（11/24）
　花街道事業へ参画（花の植替
え作業）（2回）

小規模事業者

指標

青年部・女性部員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

稲武産ギフト「中
馬街道物語」の認
知を高め、利用促
進を図る活動を行
う。 ○

目標
数値

5
実績
数値

4
目標
数値

指標

米粉商品開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを活
用
・新たな事業者が、新た
　な商品開発に取組む
・新聞等、稲武地区のＰ
　Ｒがはかれ、出展依頼
　が増加

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

　中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を図る
ために、各種共済制度の普及や
従業員の健康診断事業の実施
等、企業の健全な育成に資する
ことを目的とする。

・各種共済の普及推進
　特定退職金共済（79件）
　中小企業共済（153件）
　愛知火災共済（58件）
　商工災害生命共済（20件）
　　　　　　　　計　310件
・事業所健康診断の実施
　　24事業所、267人

小規模事業者
数

指標

共済加入件数（総数）

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新たな部員確保の
ため、部員一丸と
なって、加入勧奨
活動を活発に行
う。

目標
数値

43
実績
数値

42
目標
数値

指標

コロナウィルスの影響を受
け、地区内イベント全て中
止で、活動が危ぶまれた
が、コロナ禍の中でもでき
ること、できる活動を検討
し、実施することで部員間
の交流を深めることができ
た。インタ－ネットを利用
するなど、地域の活性を目
指した活動を行い、新しい
事業を立ち上げることがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

労働保険事業

　事業主等の委託を受けて、事
業主に代わって労働保険料の申
告納付その他労働保険に関する
各種の届出等の事務手続を行う
ことにより、中小事業主の事務
処理の負担を軽減し、労働保険
の適用促進及び労働保険料の適
正な徴収を図ることを目的とす
る。

・労働保険料の年度更新及び従
業員の資格取得喪失等の手続き
を代行
　35事業所　対象従業員195人

指標

委託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

退職金の備え、健
康診断受診の必要
性等の理解を得る
ための活動に重点
を置く。

目標
数値

328
実績
数値

310
目標
数値

指標

　高齢化による廃業、景気
の低迷により、従業員数が
減少しているため、共済加
入者は減少傾向ではある
が、小規模事業者が自社の
福利厚生の充実をはかり、
企業の健全な発展をはかる
ための、一助となっている
と思われる。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青色申告会・法人
会

　青色申告会・法人会等の税務
支援団体・地域貢献団体の活動
をサポートし、事業運営に協力
することにより、国、地方公共
団体、地域社会への貢献や発展
のための一助となり、ひいて
は、地域商工業の活性化に資す
ることを目的とする。

○研修会
　「適格請求書等保存方式の概
要について」　参加者　２９名
○地域貢献活動
　コロナウイルスの感染拡大を
うけ、協賛予定のイベントが中
止となった。
法人会・青申会会員数　９６名

小規模事業者
数

指標

法人会・青色申告会会員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

労働保険制度の理
解を進める啓蒙活
動を行う等、加入
勧奨に力を入れて
いく必要がある。

目標
数値

38
実績
数値

35
目標
数値

指標

小規模事業者の事務処理の
適正化及び負担軽減がはか
れている。更に、委託事業
主からは、社会保険をはじ
め、従業員雇用に関する相
談を受け、信頼を得てい
る。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業団体

　稲武カード会や各種団体等、
産業振興・地域貢献団体の活動
をサポートし、事業運営に協力
することにより、国・地方公共
団体、地域社会への貢献や発展
のための一助となり、ひいては
商工業の活性化に資することを
目的とする。

・稲武カード会
（売出し（8月・12月）、抽選
会（１月）、ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ設置（12
月）　他）
・食品衛生協会稲武分会
（検便（5月、10月）　他）
・愛建連北設楽支部
（コロナウイルスの感染拡大に
より木工教室等の事業を中止
他）
・木材組合
各種団体構成員数合計78名

小規模事業者
数

指標

構成員数（指導団体計）

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

どの団体も、会員
数の減少が心配さ
れている。新たな
会員を増やすため
にも、活動内容の
検討を行う。

目標
数値

110
実績
数値

96
目標
数値

指標

　正しい税知識の習得や情
報を得ることができた。ま
た、地域貢献活動により市
内中心部からの来訪者に稲
武地域のＰＲがはかれた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業

　当地区内の景気状況や需要動
向を把握し、以後の施策や指導
に役立てるとともに、回収した
データを分析・公表するととも
に必要な諸施策を検討し、効果
的かつ効率的な指導に繋げるこ
とを目的とする。

地域経済動向調査実施
　有効回答　54社（145社中）
需要動向調査を道の駅で実施
　10月25日・11月1日
　調査数　210名
調査結果は、理事会等の会議で
報告

小規模事業者
数

指標

地域経済動向調査実施企業
数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今年度の事業成果
を来年度以降の事
業に活かせるよう
な事業を検討す
る。

目標
数値

90
実績
数値

78
目標
数値

指標

それぞれの団体により、活
動状況に差があり、構成員
を増やすためにも活動が活
発になるよう協力や指導を
行った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

アンケート回収率
を上げ、今後の事
業に活かすことが
課題である。 ○

目標
数値

90
実績
数値

54
目標
数値

指標

全事業所アンケートを送
り、多くの回答を得られ
た。この結果を今後の事業
展開に反映させる。また、
需要動向調査も実施し、事
業者へフィードバックする
事が出来、商品開発や改良
に活かせる。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


